
【技術分類】８－２－２ 審美歯科／治療用器材／ラミネートベニア用器材 
【技術名称】８－２－２－１ ラミネートベニア 
 
【技術内容】 

審美歯科において、前歯表面を切削し、その部分に人工の歯を貼付する陶材である。 
材料は審美性を重要視するため、ポーセレンなど歯の性状に近いセラミックスが使用される。 
変色などが原因で審美治療を要する前歯表面をごく薄く切削し、その部分に歯の色をした薄い歯を

貼付する。 
ラミネートベニアの特徴として次の項目が挙げられる； 
① 歯色と形状の修正が可能 
② 治療期間が短い 
③ 歯面の切削量が少なく無痛に近く、麻酔が不要 
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